
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちのコミュニケーションは 

SNSとメールがほとんど 

この夏、受け入れたインターンシップの大

学生に最近電話を掛けたのはいつかと聞くと、

ある学生は、ちょっと考えてから「一週間前

かな」と答えるのでした。普段のコミュニケ

ーションは、SNS（LINE など）やメールで、

電話など音声でのやり取りは、少なくなって

いるようです。 

１０代のコミュニケーションは、SNS と

メールがほぼ９割で、電話など音声が１割で

す（総務省調査）。私のレポートを読んで頂

いている方は、相談と言えば電話相談であり、

ラジオでの無着成恭先生の「子供電話相談

室」を思い出す人が多いのではないでしょう

か。 

９月からの新学期を迎え、２年前から、い

くつかの自治体や文科省、厚労省では、

LINE など SNS でのいじめや自殺、虐待の

相談を行なっています。先日、その相談を受

ける現場を訪れ、SNS でのチャット（相互

に文字を打ち込みながら画面上で会話するこ

と）のやり取りを見学させて頂きました。 

●SNS やメールで見えてくる子供たちの本音 

「教室に入るとドキドキする」、「あだ名で

呼ばれるので、学校に行きたくない」、「宿題

をしないと夕食を食べさせてもらえない」、

「友だちが自殺を考えている」など、打ち込

まれる相談に、しっかりと訓練を積んだカウ

ンセラー（専門的な相談者）が、一対一で、

キーボードで画面に打ち込みながら回答して

いきます。長ければ１時間以上、悩みを聞い

ていきます。場合によっては、カウンセラー

がベテランのチームリーダーに相談しながら、

適切な言葉を探して会話を続けていきます。

子供たちが送ってくる文章の行間を読み取り

ながら、そして、寄り添いながら、一人ひと

りに答えていきます。なかには、付き合って

いたボーイフレンドから嫌がらせを受けてい

るとの相談に、警察の相談窓口に連絡したり

もします。カウンセラーの方たちの対応で多

くの子供たちが落ち着いていくことが実感で

きます。 

カウンセラーの方から、実は、真面目で責

任感の強い子どもが、学校に行きたくなくな

る傾向があるそうです。「学校に行こうと思
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家 族 を 守 る 

力 に な り た い 

豚コレラについては、党の対策本部のメン
バーとして政策立案にたずさわり、私たち
はワクチン接種を最初から訴えてきまし
た。大野新知事の素早い対応もあり、地元
養豚農家では既にワクチン接種は終了して
います。（養豚農家を訪れてご意見を伺う）   
 
2 個の添付ファイル 



うとくたくたに疲れてどうしようもない。」、

いじめられないために良い子を演じるのは疲

れる。だから学校に行きたくないと。地元の

行事に参加すると校長先生とお話しする機会

があります。「最近の子供はおとなしくて良

い子ばかり」と聞いた際に、そんなものかな

と思ったのですが、実はその裏には、良い子

であらなければならないと考える複雑な思い

が潜んでいるかもしれません。 

子供たちからの、SNS での相談内容が普

段では見えない本当の気持ちと思うのです。

本人が特定されない匿名での相談による安心

感もあるのでしょう。 

 

●試行錯誤しながらも、 

子供たちの悩みに答える 

２年前の当初からたずさわっていらっしゃ

る方にお話しを伺うと、ここまで来るまでに

は、試行錯誤を繰り返して来たそうです。ま

た、１０代のコミュニケーションは電話では

なく、ほとんどが LINE など SNS かメール

ですので、電話相談に比べて相談件数ははる

かに増えたそうです。そして、もっと子供た

ちの相談を受けたいのですが、行政からの受

託で行なっているので、予算の制約もあり場

合によっては、すべての相談を受けきれない

こともあると伺いました。私が伺った団体で

は、３０人のカウンセラーが、同時に２人の

相談を受けながらも懸命に相談に応じていま

した。 

特に家庭内の虐待では、子供が固定電話で

相談することは、親もいることもあり、困難

と聞きました。SNS であれば、誰にも分か

ることなく、連絡や相談ができるのです。カ

ウンセラーが、子供が親に分かることなく、

ポツリ、ポツリと送って来る言葉と行間を理

解しながら、根気よく子供の置かれている状

況に迫ることができます。 

私がインターネットを使い始めたのは１９

９５年です。その当時から、やり取りがなく

てもオンラインでお互いがつながっているこ

との安心感が指摘されていました。対面では

実現できない、いつでもどこでもスマホがあ

れば、誠実に相談に応じてくれる安心感が

SNS での相談にはあると思います。子供た

ちの孤立感や疎外感を救ってくれるメディア

の一つと実感しました。 

しかし、現時点では、その取り組みは試験

的な段階で、十分な予算措置ができていませ

ん。今後は、相談内容の検証と事例の共有化

を進めながらも、本格的な導入を図る段階と

判断します。 

 

●自死される方が少ない社会を目指して 

自ら命を絶たれる方が少ない社会が理想で

す。自殺者数は、私が自殺対策の担当副大臣

として、予算を確保して地方公共団体との連

携を進めるなど具体的に政府が取り組み始め

てから、１０年間で１万人以上減少しました。

しかし、残念ながら若年者で自死する方は減

っていません。 

自死が増えるのは、３月と９月です。学校

や職場の環境が変わる際に命を自ら絶たれる

方が増える傾向にあります。その期間を国は

自殺対策月間としています。これからは、従

来の電話相談も大切ですが、SNS やメール

での相談窓口もさらに充実するように政策提

言を行います。 


